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九
条
の
書
　
第
２
回
原
発
学
習
書

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
福
島
原
発
で
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
」
を
も
と
に

　
未
曾
有
の
被
害
が
次
々
に

出
て
く
る
福
島
原
発
。
こ
れ

ダ
ヒ
ど
つ
な
る
の
か
、
放
射

能
へ
の
不
安
、
余
震
か
続
く

被
災
他
の
こ
机
か
≒
な
ど

な
ど
心
配
は
増
す
ば
か
り
で

り
。
４
月
の
学
習
合
で
ぺ

焼
場
の
労
働
者
の
立
場
か
ら

の
文
章
を
テ
キ
ス
ト
こ
勉
強

し
ま
し
た
。
２
５
人
程
の
多
彩

二

r－r－¶7－-7--i

/‾
一 一

　
今
は
亡
き
父

が
ポ
ヅ
リ
と
誤

し
ま
し
た
。
大

阪
空
襲
の
報
で

出
張
先
か
巴
駆

け
つ
け
る
と
、
造

幣
局
あ
た
り
は

死
傷
者
の
群
れ

已
。
中
で
坤
い

て
い
た
同
僚
の
足
を
引
っ

張
り
出
し
病
院
へ
運
ん
ご

よ
と
。

　
私
の
生
ま
れ
た
頃
は
、

そ
ん
な
事
が
墟
の
禄
こ
町

は
ず
几
を
牛
が
の
ん
び
り

な
皆
さ
ん
の
参
加
で
、
活
発

な
言
見
交
換
づ
で
き
ま
し
た
。

　
言
回
は
ま
さ
に
今
何
が
福

脆
で
且
こ
っ
て
い
る
の
か
へ

原
子
力
の
専
門
家
で
あ
る

『
一
白
。
に
ペ
ー
‘
二
こ
営

○
出
裕
章
さ
ん
京
都
告
了

原
子
炉
実
験
所
』
こ
緊
急
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
Ｄ
▽
Ｄ
を

見
ま
す
。

　
原
子
力
と
は
ど
ん
Ｕ
右
の

半
年
ラ
ジ
オ
か
ら
明
る
い

歌
か
流
机
て
い
Ｊ
し
」
こ
。
今

言
え
ば
終
戦
の
混
乱
を
脱
し
、

新
し
い
民
半
玉
置
の
国
を
目

回
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
ど
ん

な
こ
言
険
な
↑
ち
の
か
、
そ
し

て
４
ノ
Ｕ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
宍
私
巡
回
こ
拉
甘
言
こ

几
た
も
の
だ
仁
平
つ
論
問
づ

報
道
古
机
る
と
、
母
の
顔
色

か
言
�
ベ
　
ー
万
的
こ
作
ら
れ

ご
憲
洸
で
は
な
い
と
私
達
こ

両
親
の
体
験
を
通
し
て

　
世
界
に
誇
れ
る
憲
法
を
大
切
に

野
田
文
化
研
究
会
角
元
友
子

贈
号
つ
と
力
強
く
歩
み
姶
め

て
い
た
頃
ご
っ
た
の
で
じ
Ｊ

う
。
　
昭
和
３
０
年
代
こ
∧
ソ
憲

法
は
Ｇ
円
○
こ
押
し
つ
け
ら

何
言
句
真
剣
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
．
終
戦
直
後
、
祖
父

の
秘
書
と
し
て
平
和
憲
法
制

定
①
い
と
き
⊇
言
言
も
ら

さ
ず
メ
モ
し
、
後
ご
「
羽
室

ｉ

の
事
故
と
仁
つ
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
厳
し

い
意
見
を
話
さ
打
て
い
ま
で
９
．

淡
々
と
話
す
誠
実
な
科
学
者

　　８月

20 ・ 21

か
已
得
る
も
の
は
太
き
い
と

思
い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
ス

き
ま
す
。
お
反
達
、
ご
近
所

謁
っ
て
戟
に
来
て
く
だ
さ
い
。

平
和
の
つ
ど
い
２
０
１
１

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催

　
震
災
後
の
計
画
停
電
な
ど

で
８
月
に
実
岨
づ
で
き
る
の

か
心
配
し
て
い
た
「
平
和
の

つ
ど
い
」
は
、
予
定
通
り
行

勺
こ
と
で
、
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
あ
の
原
爆
と
回
し

メ
モ
」
と
し
て
憲
法
論
議

の
原
占
と
な
る
記
録
を
朔

甘
ず
残
し
て
い
た
の
で
す
。

　
若
い
世
代
と
共
こ
世
界

に
言
几
る
日
本
国
憲
法
を

学
び
、
入
渠
は
ち
と
よ
リ

生
存
権
や
社
会
権
も
生
か

し
て
い
け
ね
ば
と
、
当
時

の
方
々
の
尊
い
体
験
や
頂

牲
こ
接
す
る
た
び
に
強
い

願
い
ケ
な
り
ま
す
。

　
「
九
条
へ
の
想
い
」
の
原

稿
４
百
字
程
度
で
募
集
中

_＿･ご’
＿＿．．|

＜

放
射
能
の
被
害
と
い
う
意
味

で
原
発
の
事
故
已
言
哭
る
場

面
も
作
る
手
足
で
す
。
先
か

号
哭
な
い
不
安
の
中
で
す
づ

少
し
で
も
元
気
を
出
せ
る
よ

う
築
ま
っ
て
知
恵
を
絞
リ
ま

悒
ん
か
。
戦
早
牛
の
物
品
も

募
墨
し
て
い
ま
づ
。
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子どもの被爆を少なくするため集まりませんか

　
原
発
の
事
故
で
放
射

能
か
空
気
へ
水
を
汚

染
し
て
い
ま
す
。
い
っ

た
い
野
田
市
で
は
人
丈

言
‥
つ
ん
だ
号
つ
が
。
子

ビ
聡
へ
の
影
朧
酉
二
番

府
配
で
す
士
野
田
市
で

は
放
射
能
の
値
は
？

　
こ
れ
ら
の
事
を
話
し

言
つ
会
を
作
し
ま
す
。

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
結
先
富
村
�

　
７
１
－
つ
乙
［
つ
・
乙
。
１
に
Ｊ
つ
Ｊ



起こってはならない原発事故をめぐるこのひと月、戦時下を思い起こしてしま

う翼賛報道に不信が募るばかりで実に息苦しかった。

さすがにチェルノブイリ事故に並ぶ最悪の事態レベル７を認める発表後は、紙

面に変化がみられてきたので、読んでみｱこい。
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毎日新聞

震災後　地震国の原発　政策の大転換を図れ

　毎日新聞は15日にこの見出しを掲げて社説を展開し

た。前半で、津波対策、全電源喪失などの過酷事故対策

を怠っていて、「想定外」は許されないと批判。また監

督官庁である厘子力安全・保安院が原発推進の立場にあ

る経済産業省に属する矛盾を指摘し、完全に独立した規

制機関を構築すべきだと述べている、以下に後半を引用

する。

　｢ただし、こうした『手当て』を施して良しとするわけ

にはいかない。事故発生後、原子力安全姿の班目春樹委

員長は・Uり切らなければ原発は設計できないが、割り

切り方が正しくなかったjと述べた。安全委員長の発言

として納得できないが、それに加えて疑問が浮かぶ。割

り切り方を間違えなければ大事故は起きないのか。安全

規制を厳しくし、設備や緊急時の対応策を整えれば、事

足りるのかという点だ。これまで、電力会社も政府も、

原発は安全装置を何重にも重ねた『多重防護』に守られ、

安全だと強調してきた。しかし、今回の事故で多重防護

のもろさがわかった。どこまで安全装置を重ねても絶対

の安全はなく、過酷事故対策も事故を収拾できなかった

というのが現実だ。ｊ

　｢リスクがあるのは飛行機や列車も同じだという議論も

あるだろう。しかし、原発は大事故の影響があまりに大

きく、長期に及ぶ。地雪国であるという日本の特性も無

視できない。予測不能な地震と原発の掛け算のようなリ

スクを、このまま許容できるとは思えない。大震災の影

響を考えれば、女川原発など被災した原発の再開も非常

に慎重に考えざるをえない。今後の原発の新設は事実上

不可能だろう。こうした現実を踏まえ､大災害を転機に、

長期的な視点で原発からの脱却を進めたい。既存の原発

を一度に廃止することは現実的ではないが、危険度に応

じて閉鎖の優先順位をつけ、依存度を減らしていきたい。

第一に考えるべきは浜岡原発だ。近い将来、必ず起きる

と考えられる東海地震の震源域の真上に建っている。今

回、複数の震源が連勤して巨大地震を起こした。東海・

東南海・南海が連動して巨大地震・大津波を起こす恐れ

は見過ごせない。

老朽化した原発も危険度は高い。原発の安全性の知識も

地震の知識も進展している。古い原発にはその知識を反

映しにくい。日本は電力の３割を原発に依存してきた。

安定した電源として擁護論は強い。原発なくして日本の

経済が成り立たないのではないかという懸念もある。

しかし、経済と安全をてんびんにかけた結果としての原

発震災を直視したい。最終的には国民の判断ではあるが、

原子力による電源に頼らなくても、豊かに暮らすための

知恵を絞りたい。そのためには、温暖化対策で注目され

た再生可能エネルギーの促進や低エネルギー社会の実現

がひとつの鍵となるはずだ。地雪国日本に適した電源と、

それに基づく暮らし方を、今こそ探っていく時だ。」

日本経済新聞

東電の悪夢、問われる原発の合理性

　12日には核燃サ。イクルの旗振り役だった日本経済新

聞も原発c/J継続に疑問を投げかけている。

　「これまで原発は安全性に難点はあるものの、燃料コス

トが安く、経済合理性に優れているとされてきた｡だが、

今回の事故とその後広範な周辺地に及んだ数万人規模

　「半径20キロ圏内だけで約８万人」の住民避難、農産

物、海産物への被害、そして『最大10兆～11兆円』（外

資系証券会社の試算）ともいわれる補償額を考慮すると、

　「原発の経済合理性」は説得力をもたなくなる。仮に原

子力損害賠償法の下で政府が負担を肩代わりするとして、

その原資は税金であり、『社会のコスト』として果たし

て国民が受け入れるかどうか疑問符が付く。ｊ
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大江健

三郎さん側　勝訴が確定（4月
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ｌ　最高裁で冲絹織での「集団爪櫛（強制集団死）の目
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６年度数利･書校定によって不当に書寺換えられた数科

書記述を回復し、「沖縄戦の頁実」を教科書に記述こと

を強く求めていきたい．
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